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は
じ
め
に

　

今
日
の
隷
書
学
習
の
方
法
は
三
種
で
あ
る
。
ま
ず
は
漢
碑
（
漢
代
の
隷

書
碑
）
を
習
う
。
次
に
清
朝
人
の
隷
書
を
習
う
。
そ
し
て
二
十
世
紀
初
頭

発
見
さ
れ
た
木
簡
・
竹
簡
を
習
う
。
漢
碑
を
習
う
時
に
難
し
い
の
は
、
拓

本
に
採
ら
れ
た
文
字
を
ど
う
と
ら
え
る
か
で
あ
る
。
そ
の
際
、
先
人
で
あ

る
清
朝
人
は
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
た
か
を
検
証
し
、
参
考
に
す
る
。

　

本
稿
は
、
隷
書
の
名
手
と
喧
伝
さ
れ
る
楊
峴
（
清
・
嘉
慶
二
十
四
年
～

光
緒
二
十
二
年
＝
一
八
一
九
～
一
八
九
六
）
に
つ
い
て
、
自
身
の
作
風
を

楊
峴
隷
書
考

─
第
四
期
の
作
品
を
中
心
に
─

野
村
ひ
か
り

築
き
上
げ
る
ま
で
の
軌
跡
を
た
ど
り
な
が
ら
、
楊
峴
の
漢
碑
学
習
の
方
法

を
検
証
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

楊
峴
は
、
阿
片
戦
争
と
太
平
天
国
の
乱
の
勃
発
と
い
う
清
末
の
激
動
期

を
生
き
ぬ
い
た
。
世
の
中
が
混
乱
し
て
い
た
と
は
い
え
、
文
墨
界
は
名
家

を
多
く
輩
出
、
特
に
上
海
と
蘇
州
を
中
心
と
す
る
地
域
で
活
躍
し
た
人
々

を
海
上
派
と
呼
び
、
楊
峴
も
そ
の
中
に
い
た
。
呉
昌
碩
（
清
・
道
光

二
十
四
年
～
民
国
十
六
年
＝
一
八
四
四
～
一
九
二
七
）
が
師
事
し
た
こ
と

で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　

当
時
の
文
人
は
書
画
と
も
に
よ
く
し
た
が
、
楊
峴
は
画
は
描
い
て
い
な

い
。
書
ひ
と
す
じ
で
あ
る
。
し
か
も
、
若
干
の
篆
書
、
楷
書
、
行
草
書
は
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残
る
も
の
の
、
そ
の
多
く
が
隷
書
作
品
で
あ
る
。
隷
書
に
お
い
て
一
家
を

成
し
た
人
物
で
あ
る
。

　

字
を
見
山
と
い
い
、
季
逑
（
ま
た
季
仇
）、
庸
齋
、
晩
年
に
は
藐
翁
、

藐
叟
ま
た
遅
鴻
残
叟
と
号
し
た
。
浙
江
省
湖
州
府
帰
安
県
（
現
在
の
湖
州

市
）
の
人
。
咸
豊
五
年
（
一
八
五
五
）
の
挙
人
。
官
途
に
つ
い
て
江
蘇
省

常
州
府
知
事
、
松
江
府
知
事
を
歴
任
し
た
が
、
光
緒
十
年

（
一
八
八
四
）、
六
十
六
歳
の
と
き
官
を
去
り
、
戸
を
閉
じ
読
書
し
、
再

び
官
に
は
就
か
な
か
っ
た
（『
藐
叟
年
譜（

（
（

』）。
本
稿
は
、
こ
れ
以
降
、

七
十
六
歳
ま
で
の
作
品
（
第
四
期
・
後
述
）
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
先
行
研
究
に
つ
い
て

　

今
日
の
我
が
国
に
お
け
る
楊
峴
の
研
究
は
、『
楊
峴
の
書
法（

（
（

』『
増
補
新

版 

楊
峴
の
書
法（

（
（

』
が
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。
編
者
の
高
木
聖
雨
氏
は
『
楊

峴
の
書
法
』
あ
と
が
き
に
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

　

近
年
、
楊
峴
の
書
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
兆
し
は
、
早
く
か
ら
「
書
道
グ
ラ
フ
」
に
青
山
杉
雨

先
生
が
楊
峴
の
書
を
取
り
上
げ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
か
ら
十
八
年
前
の
一
九
七
四
年
９
・
10
号
に
は
〈
楊
見
山
手
札
〉

と
題
さ
れ
て
楊
峴
の
尺
牘
を
特
集
さ
れ
、
七
七
年
２
号
に
は
〈
隷
書

四
屛
〉
を
、
さ
ら
に
八
五
年
の
６
号
で
は
〈
楊
峴
作
品
集
〉
と
し
て

隷
書
の
作
品
を
、
翌
７
号
に
は
行
草
書
の
作
品
を
と
、
様
々
な
角
度

か
ら
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
楊
峴
の
存
在
を
我
々
若

い
層
の
者
の
み
な
ら
ず
、
幅
広
い
書
道
人
に
楊
書
が
も
つ
面
白
さ
を

浸
透
さ
れ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん（

（
（

。

　

高
木
氏
が
述
べ
て
お
ら
れ
る
青
山
杉
雨
氏
に
よ
る
『
書
道
グ
ラ
フ
』
は

計
六
件（

（
（

の
楊
峴
特
集
を
組
ん
で
い
る
。そ
の
中
で
一
九
八
五
年
６
号
の「
楊

峴
隷
書
作
品
集
」
が
、
楊
峴
の
隷
書
作
品
の
図
版
が
集
成
さ
れ
た
刊
行
物

と
し
て
、
初
め
て
の
も
の
で
あ
る（

（
（

。
こ
の
編
輯
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
た
の

が
谷
村
熹
齋
氏
と
そ
の
ご
子
息
で
あ
る
雋
堂
氏
で
あ
る
。
熹
齋
氏
は
楊
峴

の
隷
書
に
特
別
関
心
を
も
っ
て
お
ら
れ
、
ご
自
身
の
作
品
に
楊
見
山
調
を

取
り
入
れ
て
お
ら
れ
た
。
筆
者
は
熹
齋
氏
の
知
遇
を
得
、
楊
峴
の
隷
書
作

品
の
調
査
研
究
に
着
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
れ
以
前
に
楊
峴
の
隷
書
作
品
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
の
は
『
書
道
全

集（
（
（

』『
書
道
講
座（

（
（

』
掲
載
の
数
点
の
み
で
あ
り
、
一
点
ご
と
の
作
品
解
説

が
な
さ
れ
て
い
た
。

　

筆
者
の
研
究
は
、『
書
道
グ
ラ
フ
』、『
楊
峴
の
書
法
』
そ
の
他
書
籍
の

掲
載
作
品
お
よ
び
個
人
収
蔵
の
作
品
を
整
理
し
、
制
作
年
代
別
に
配
列
す

る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
際
、
無
紀
年
作
品
を
ど
こ
に
配
列
す
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る
か
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
落
款
の
書
き
方
に
着
目
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
（
一
）「
藐
翁
」「
藐
叟
」、（
二
）
署
名
「
遅
鴻
残
叟
」、（
三
）
署
名
「
峴
」、

（
四
）
署
名
「
楊
」、（
五
）
落
款
印
と
い
う
五
項
目
を
、
学
ん
だ
石
刻
文

字
を
組
み
合
わ
せ
て
総
合
的
に
判
断
す
る
こ
と
で
、
無
紀
年
作
品
も
年
代

推
定
が
あ
る
程
度
可
能
と
な
る
。
こ
の
年
代
推
定
の
方
法
は
、
筆
者
が
独

自
に
考
案
し
た
も
の
で
あ
る（

（
（

。

　

こ
の
方
法
を
用
い
て
、
書
風
の
変
遷
を
み
て
い
く
の
が
筆
者
の
近
年
の

研
究
で
あ
る
。

　

高
木
氏
は
「
楊
峴
の
書（

（1
（

」
の
中
で
、

　

楊
峴
の
書
は
隷
書
が
第
一
と
さ
れ
る
。
こ
の
隷
書
は
六
十
歳
前
後

を
境
に
し
て
書
風
が
一
変
す
る
か
の
よ
う
に
変
貌
を
遂
げ
る
。
六
十

歳
以
前
の
作
品
を
前
期
、
以
降
を
後
期
と
す
る
な
ら
ば
、
前
期
の
作

品
は
曹
全
碑
を
主
と
し
て
習
熟
し
た
ご
と
き
柔
軟
な
線
を
多
用
し
、

波
磔
を
あ
ま
り
強
調
し
な
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
頃
は
彼
の
書

に
お
け
る
表
現
様
式
の
模
索
時
代
で
も
あ
り
、
実
に
多
く
の
古
典
を

自
ら
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
臨
書
を
試
み
て
い
る
。
後
期

は
礼
器
碑
、
乙
瑛
碑
な
ど
を
主
と
し
て
、
強
烈
に
誇
張
し
た
波
磔
の

隷
書
を
完
成
さ
せ
て
い
く
。
多
少
の
変
化
は
あ
る
に
せ
よ
、
大
局
的

な
楊
峴
の
表
現
様
式
の
中
で
そ
れ
は
最
晩
年
ま
で
貫
か
れ
、
前
期
の

革
新
的
な
姿
勢
に
対
し
て
、
後
期
の
書
は
相
当
に
保
守
的
な
感
が
強

く
な
る
。
こ
れ
は
あ
る
種
の
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
と
も
と
れ
な
く
は
な
い

が
、
果
し
て
六
十
歳
後
半
に
早
く
も
老
成
の
域
に
入
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
と
も
あ
れ
、
脈
々
と
続
く
書
道
史
の
中
で
斬
新
な
隷
書
の
書
風

を
確
立
し
た
一
人
で
あ
る
こ
と
に
違
い
な
い（

（1
（

。

　
　

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

　

六
十
歳
前
後
で
前
期
・
後
期
と
分
類
し
て
い
る
高
木
氏
の
説
に
対
し
、

筆
者
は
さ
ら
に
細
分
化
し
五
期
に
分
類
す
る
こ
と
で
、
書
風
の
変
遷
を
詳

細
に
み
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
高
木
氏
説
の
前
期
は
曹
全
碑
、
後
期
は
礼

器
碑
、乙
瑛
碑
に
傾
倒
し
た
と
す
る
説
は
、大
筋
に
お
い
て
確
認
で
き
る
。

し
か
し
、
高
木
氏
が
疑
問
を
投
げ
か
け
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、「
六
十
歳

後
半
に
早
く
も
老
成
の
域
に
入
る
の
か
」
に
つ
い
て
は
、
筆
者
の
分
類
を

用
い
れ
ば
、
最
晩
年
の
第
五
期
（
後
述
）
が
そ
れ
に
あ
た
る
こ
と
に
な
る
。

　

尚
、
近
年
注
目
さ
れ
る
研
究
と
し
て
、
張
小
莊
氏
に
よ
る
「
楊
峴
書
法

評
傳（

（1
（

」
が
あ
る
。
伝
略
、
交
遊
、
書
法
に
つ
い
て
論
述
し
て
い
る
。
書
法

に
つ
い
て
み
る
と
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
書
風
の
変
遷
に
つ
い
て
の
詳
細

な
記
述
は
な
い
も
の
の
、
筆
者
が
収
集
し
た
作
品
資
料
の
分
析
に
お
い
て

参
考
と
な
る
も
の
が
あ
る
。

二
、
第
一
期
か
ら
第
五
期
ま
で
の
概
要
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第
一
期
は
四
十
代
後
半
か
ら
五
十
代
前
半
で
あ
る（

（1
（

。
落
款
に
「
庸
齋
」

の
署
名
を
用
い
、「
峴
」
字
の
字
形
は
横
広
が
り
、
第
九
、十
画
の
長
さ
は

短
い
。「
楊
峴
信
印
」「
季
仇
」
の
落
款
印
が
使
用
さ
れ
る
。
こ
の
時
期
は
、

篆
書
学
習
の
影
響
が
隷
書
作
品
に
み
ら
れ
、縦
長
の
字
形
が
特
徴
で
あ
る
。

隷
書
の
筆
法
で
あ
る
波
磔
は
完
成
し
て
い
な
い
。

　

第
二
期
は
五
十
代
後
半
で
あ
る（

（1
（

。
落
款
に
「
庸
齋
」
の
署
名
を
用
い
、

「
峴
」
字
第
九
、十
画
の
長
さ
は
少
し
ず
つ
長
く
な
る
。
曹
全
碑
（
後
漢
・

中
平
二
年
＝
一
八
五
）
に
着
目
し
た
学
書
を
行
い
、
曹
全
碑
風
の
流
麗
な

波
磔
を
身
に
つ
け
た
時
期
で
あ
る
。

　

第
三
期
は
六
十
代
前
半
か
ら
六
十
六
歳
で
あ
る（

（1
（

。
落
款
に
「
庸
齋
」
の

署
名
を
用
い
、「
峴
」
字
の
字
形
は
縦
長
と
な
り
、
第
九
、十
画
は
長
く
伸

び
る
。
隷
書
の
書
風
も
一
変
す
る
。
礼
器
碑
（
後
漢
・
永
寿
二
年
＝

一
五
六
）
に
着
目
し
た
学
書
を
行
い
、
礼
器
碑
風
の
強
固
な
波
磔
を
身
に

つ
け
た
。

　

第
四
期
は
六
十
六
歳
か
ら
七
十
六
歳
で
あ
る
。落
款
に「
藐
翁
」「
藐
叟
」

「
遅
鴻
残
叟
」
の
署
名
を
使
用
す
る
。「
藐
翁
」「
藐
叟
」
の
署
名
は
、
松

江
府
知
事
に
在
官
中
、
弾
劾
を
受
け
て
上
官
を
藐
視
（
軽
視
）
し
た
た
め

に
三
級
を
削
ら
れ
た
こ
と
か
ら
命
名
し
た
も
の
と
い
う
（『
遅
鴻
軒
文
集
』

巻
一（

（1
（

）。
松
江
府
知
事
を
辞
任
し
た
の
が
六
十
六
歳
で
あ
り
、
楊
峴
の
人

生
に
お
け
る
一
大
転
換
期
で
あ
る
。こ
れ
を
機
に
学
書
は
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

様
々
な
石
刻
文
字
の
臨
書
作
品
を
制
作
し
、
そ
れ
を
生
か
し
て
楊
峴
独
自

の
表
現
を
確
立
す
る
。

　
「
遅
鴻
残
叟
」
の
署
名
は
、
筆
者
が
確
認
で
き
た
の
は
、
七
十
一
歳
以

降
の
作
品
で
あ
る
。
同
治
元
年
（
一
八
六
二
） 

楊
峴
四
十
四
歳
の
時
、
太

平
天
国
軍
に
さ
ら
わ
れ
て
し
ま
っ
た
次
男
・
鴻
煕
（『
藐
叟
年
譜
』）
を
待

ち
続
け
る
と
い
う
意
が
あ
る
（『
遅
鴻
軒
文
棄
』
巻
一
）。

　

尚
、
七
十
五
歳
頃
か
ら
落
款
の
署
名
「
楊
」
字
の
第
十
一
画
の
書
き
方

が
変
化
し
、
肩
を
落
と
す
も
の
が
多
く
な
る
。

　

第
五
期
は
最
晩
年
の
七
十
七
、七
十
八
歳
で
あ
る
。落
款
に「
藐
翁
」「
藐

叟
」「
遅
鴻
残
叟
」
の
署
名
を
使
用
し
、「
楊
」
字
の
第
十
一
画
の
書
き
方

は
さ
ら
に
変
化
し
、
丸
み
を
帯
び
て
く
る
。
第
四
期
に
確
立
し
た
楊
峴
独

自
の
表
現
が
画
一
的
と
な
り
、
学
ん
だ
石
刻
文
字
の
味
わ
い
が
失
わ
れ
て

し
ま
う
。三

、
第
四
期
の
臨
書
作
品

　

筆
者
が
調
査
し
た
楊
峴
の
隷
書
作
品
の
総
数
一
四
三
点（

（1
（

中
、
臨
書
作
品

は
四
九
点
で
あ
る
。
そ
の
中
で
第
四
期
に
お
け
る
臨
書
作
品
は
三
七
点
を

占
め
る
（
無
紀
年
作
品
の
推
定
を
含
む
）。
そ
の
内
訳
は
、
次
の
通
り
で

あ
る
。
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礼
器
碑
側	

四
点
（
七
十
歳
一
点
、
無
紀
年
三
点
）

西
嶽
華
山
廟
碑	�



五
点
（
七
十
歳
一
点
、
七
十
三
歳
一
点
、
無
紀

年
三
点
）

張
遷
碑	
六
点
（
七
十
歳
一
点
、
無
紀
年
五
点
）

礼
器
碑	
二
点
（
七
十
一
歳
二
点
）

桐
柏
廟
碑	

四
点
（
七
十
二
歳
一
点
、
無
紀
年
三
点
）

史
晨
碑	

六
点
（
七
十
六
歳
一
点
、
無
紀
年
五
点
）

曹
全
碑	

三
点
（
無
紀
年
三
点
）

乙
瑛
碑	

二
点
（
無
紀
年
二
点
）

衡
方
碑	

二
点
（
無
紀
年
二
点
）

孔
羨
碑	

一
点
（
無
紀
年
一
点
）

石
門
頌	

一
点
（
七
十
六
歳
一
点
）

爨
宝
子
碑	

一
点
（
無
紀
年
一
点
）

　

作
品
点
数
を
み
る
と
、
七
十
歳
か
ら
七
十
六
歳
ま
で
が
学
書
の
ピ
ー
ク

と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
が
第
四
期
を
七
十
六
歳
ま
で
と
し
た
一

つ
の
理
由
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
石
刻
文
字
を
ど
の
よ
う
に
学
ん
で
い
っ
た
の
か
、
本
章
で
は

礼
器
碑
側
、
礼
器
碑
、
西
嶽
華
山
廟
碑
に
つ
い
て
、
考
察
し
て
い
く
こ
と

と
す
る
。

（
一
）
臨
礼
器
碑
側

　

第
三
期
で
す
で
に
礼
器
碑
に
着
目
し
た
学
書
を
行
っ
て
い
た
楊
峴
で
あ

る
が
、第
四
期
に
お
い
て
は
、礼
器
碑
側
を
も
学
ん
で
い
た
こ
と
が
図
一
、

図
二
で
わ
か
る
。

　

礼
器
碑
は
四
面
碑
で
あ
り
、
碑
陽
の
末
三
行
と
碑
陰
、
碑
側
（
右
左
）

に
は
、
建
碑
に
際
し
て
協
力
し
た
人
々
の
官
職
、
姓
名
、
出
資
金
な
ど
を

記
し
て
い
る
。
魯
相
の
韓
勅
の
功
績
を
頌
え
た
碑
陽
を
臨
書
す
る
こ
と
は

多
々
あ
る
が
、
碑
側
の
臨
書
作
品
は
数
少
な
い
。
清
朝
碑
学
派
の
諸
家
を

み
て
も
、
筆
者
の
知
る
限
り
に
お
い
て
は
、
呉
煕
載
（
清
・
嘉
慶
四
年
～

同
治
九
年
＝
一
七
九
九
～
一
八
七
〇
）
の
作
品
を
確
認
す
る
の
み
で
あ

る（
（1
（

。

　

図
一
は
落
款
に「
戊
子
秋
九
月
」と
あ
り
、光
緒
十
四
年（
一
八
八
八
）、

楊
峴
七
十
歳
九
月
の
作
品
で
あ
る
。

　

本
作
で
ま
ず
注
目
す
べ
き
は
、
布
字
（
文
字
の
配
置
）
で
あ
る
。

　

隷
書
の
布
字
は
一
般
に
、
字
間
を
広
く
、
行
間
を
狭
く
す
る
。
し
か
し

礼
器
碑
の
碑
陽
、
碑
陰
、
碑
側
（
右
左
）
の
う
ち
、
碑
側
（
図
三
）
に
お

い
て
は
、
そ
の
内
容
と
碑
の
ス
ペ
ー
ス
も
相
俟
っ
て
、
字
間
を
狭
く
し
て

各
字
を
配
置
す
る
。
こ
れ
を
臨
書
し
た
楊
峴
の
本
作
を
み
る
と
、
原
碑
の

布
字
を
踏
襲
し
、
字
間
を
狭
く
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

石
刻
文
字
資
料
の
特
徴
を
と
ら
え
る
た
め
に
は
、
文
字
そ
の
も
の
の
特
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徴
を
把
握
す
る
だ
け
で
な
く
、
余
白
の
ス
ペ
ー
ス
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
余
白
が
広
い
か
狭
い
か
で
、
作
品
の
印
象
は
大
き
く
異
な
る
。

楊
峴
は
原
碑
の
布
字
を
正
確
に
と
ら
え
る
と
い
う
手
法
で
、
礼
器
碑
側
の

石
刻
と
し
て
の
印
象
を
表
現
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
原
碑
に
忠
実
な
臨

書
を
心
が
け
る
楊
峴
の
考
え
方
を
、
こ
こ
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

次
に
注
目
す
べ
き
は
、
文
字
の
結
構
と
用
筆
で
あ
る
。

　

楊
峴
は
第
三
期
（
六
十
代
前
半
～
六
十
六
歳
）
ま
で
に
、
曹
全
碑
、
礼

器
碑
の
学
習
か
ら
、
隷
書
の
二
大
特
徴
で
あ
る
、
結
構
に
お
け
る
横
長
の

字
形
、
用
筆
に
お
け
る
横
画
の
波
磔
の
技
法
の
双
方
を
身
に
つ
け
た
。

　

本
作
に
お
い
て
は
、
波
磔
の
あ
る
横
画
の
長
さ
は
曹
全
碑
や
礼
器
碑
の

学
習
時
よ
り
も
長
く
な
り
、
そ
れ
に
伴
い
、
横
長
の
字
形
は
さ
ら
に
強
調

さ
れ
て
い
る
。「
丘
」
字
の
縦
と
横
の
比
率
を
み
る
と
、
ほ
ぼ
一
対
四
の

割
合
で
あ
る
。
こ
れ
を
原
碑
と
比
較
し
て
み
る
と
、
原
碑
も
ほ
ぼ
同
じ
割

合
で
あ
り
、
楊
峴
が
原
碑
ど
お
り
と
ら
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の

こ
と
に
お
い
て
も
原
碑
に
忠
実
な
楊
峴
の
臨
書
に
対
す
る
姿
勢
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

線
質
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
は
、細
く
シ
ャ
ー
プ
な
線
の
存
在
で
あ
る
。

布
字
に
お
い
て
字
間
を
つ
め
、
結
構
に
お
い
て
横
長
を
強
調
す
る
こ
と
に

よ
り
、
必
然
的
に
太
い
線
を
用
い
る
こ
と
は
で
き
ず
、
細
い
線
を
用
い
て

一
文
字
を
構
築
す
る
。
こ
の
こ
と
も
原
碑
ど
お
り
で
あ
る
。
こ
の
細
く

シ
ャ
ー
プ
な
線
を
用
い
た
表
現
は
、
第
三
期
ま
で
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た

も
の
で
あ
り
、
礼
器
碑
側
を
と
ら
え
た
こ
の
線
が
、
第
四
期
以
降
の
彼
の

図一「臨礼器碑側」
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図二「臨礼器碑側」（部分）

図三「礼器碑側」（部分）

書
表
現
に
大
き
く
影
響
を
与
え
た
と
筆
者
は
考
え
る
。

　

図
二
に
紀
年
は
な
い
が
、
落
款
に
「
藐
翁
」
を
用
い
て
お
り
、
図
一
と

同
一
部
分
の
礼
器
碑
側
の
臨
書
作
品
で
あ
る
。
布
字
、
結
構
、
線
質
も
同

様
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
考
慮
し
て
、
図
二
も
七
十
歳
頃
に
書
か
れ
た
と
推
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定
で
き
る
。

（
二
）
臨
礼
器
碑

　

楊
峴
の
代
表
的
な
礼
器
碑
臨
書
作
品
と
し
て
、
落
款
に
「
己
丑
四
月
」

と
あ
る
、
光
緒
十
五
年
（
一
八
八
九
）、
七
十
一
歳
四
月
の
作
が
あ
る（

（1
（

。

　

こ
れ
と
同
年
の
光
緒
十
五
年
（
一
八
八
九
）、
十
一
月
に
書
か
れ
た
作

品
に
図
四
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
十
一
月
に
書
か
れ
た
作
品
を
取
り
上
げ

て
、七
十
一
歳
に
お
け
る
楊
峴
の
礼
器
碑
の
と
ら
え
方
を
考
え
て
み
た
い
。

　

ま
ず
第
一
に
特
徴
と
し
て
み
ら
れ
る
の
は
、
波
磔
の
あ
る
横
画
の
送
筆

部
分
の
線
の
抑
揚
で
あ
る
。「
言
」
字
第
二
画
、「
百
」
字
第
一
画
、「
空
」

字
第
八
画
な
ど
に
み
ら
れ
る
、
筆
圧
の
強
弱
に
よ
る
線
の
抑
揚
は
、
第
三

期
の
礼
器
碑
の
臨
書
作
品
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
礼
器
碑
（
図
五
）
の

「
言
」
字
第
二
画
を
み
る
と
、
拓
本
の
調
子
に
よ
り
線
の
太
細
が
み
て
と

れ
、
楊
峴
が
拓
本
な
ら
で
は
の
線
の
味
わ
い
を
も
表
現
し
よ
う
と
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
拓
本
の
と
ら
え
方
は
難
し
い
が
、
楊
峴
は
、
拓
本
に

採
ら
れ
た
文
字
を
仔
細
に
観
察
す
る
姿
勢
も
あ
る
の
で
あ
る
。

　

次
に
み
ら
れ
る
特
徴
は
、
細
く
シ
ャ
ー
プ
な
線
を
取
り
入
れ
た
こ
と
で

あ
る
。「
不
」
字
第
一
画
、「
之
」
字
第
三
画
に
み
ら
れ
る
筆
先
を
使
っ
た

細
く
切
れ
味
の
よ
い
線
は
、
原
碑
に
も
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、「
痩

勁
は
鉄
の
如
し（

（2
（

」
と
評
さ
れ
る
礼
器
碑
を
よ
く
と
ら
え
て
い
る
。
こ
の
細

く
シ
ャ
ー
プ
な
線
は
、
七
十
歳
で
学
ん
だ
礼
器
碑
側
の
臨
書
作
品
に
も
み

ら
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
点
を
考
え
る
と
、
第
四
期
に
お
け
る
楊
峴
の
用
筆
法
は
幅
が

広
が
り
、
自
在
に
原
碑
と
そ
の
拓
本
の
特
徴
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

墨
の
使
い
方
を
み
て
み
る
と
、
第
三
期
に
お
い
て
墨
の
に
じ
み
を
利
用

し
て
立
体
感
を
出
す
効
果
を
用
い
て
い
た
が
、
本
作
に
お
い
て
も
同
様
の

技
術
を
確
認
で
き
る
。「
来
」
字
、「
天
」
字
、「
三
」
字
な
ど
は
、
原
碑

は
細
い
線
で
あ
る
が
、
楊
峴
は
筆
に
墨
を
多
く
含
ま
せ
、
墨
の
に
じ
み
を

利
用
し
て
厚
み
の
あ
る
文
字
に
仕
上
げ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
拓
本
と
は

異
な
る
楊
峴
独
自
の
表
現
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
墨
の
効
果
を
利
用
し
た

立
体
感
は
、
前
述
の
細
く
シ
ャ
ー
プ
な
線
を
一
層
引
き
立
た
せ
て
い
る
。

　

結
構
法
に
お
い
て
も
、楊
峴
独
自
の
工
夫
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
来
」
字
を
み
る
と
、
文
字
上
部
を
引
き
締
め
、
左
右
の
は
ら
い
を
長
く

伸
ば
し
、
原
碑
と
は
異
な
る
結
構
で
あ
る
。「
空
」
字
に
お
い
て
も
原
碑

よ
り
文
字
上
部
を
引
き
締
め
、
波
磔
の
あ
る
最
も
長
い
横
画
を
強
調
し
て

い
る
。
こ
の
結
構
が
楊
峴
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
で
あ
る
。
そ
れ
が

七
十
一
歳
に
し
て
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
こ
の
作
品
に
お
い
て
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
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図四「臨礼器碑」（部分-1）
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図四「臨礼器碑」（部分-2）
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図四「臨礼器碑」（部分-3）



國學院雑誌　第 121 巻第 12 号（2020年） ─ 12 ─

図四「臨礼器碑」（部分-落款）
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図六「西嶽華山廟碑」（部分）

（
三
）
臨
西
嶽
華
山
廟
碑

　

西
嶽
華
山
廟
碑
（
後
漢
・
延
熹
八
年
＝
一
六
五
）
は
、
古
く
か
ら
五
嶽

の
一
つ
と
し
て
崇
拝
さ
れ
て
き
た
西
嶽
の
華
山
（
陜
西
省
華
陰
）
の
廟
内

に
建
て
ら
れ
た
記
念
碑
で
あ
る
。
周
か
ら
漢
に
至
る
歴
代
の
王
が
西
嶽
華

山
廟
で
祭
祀
を
し
た
こ
と
な
ど
を
記
し
て
い
る
。
原
碑
は
の
ち
の
地
震
で

全
壊
し
（
明
・
嘉
靖
三
十
四
年
＝
一
五
五
五
）、
現
在
は
拓
本
だ
け
が
伝

来
し
て
い
る
（
図
六
） 

。
こ
の
碑
の
楊
峴
の
臨
書
作
品
が
第
四
期
に
な
っ

図五「礼器碑」（部分）
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図七
「臨西嶽華山廟碑」

（部分）

図八「臨西嶽華山廟碑」（右・第一幅．左・第二幅）
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て
初
め
て
確
認
で
き
る
の
も
、
そ
の
拓
本
の
伝
来
が
稀
な
た
め
、
楊
峴
が

資
料
入
手
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

図
七
は
、落
款
に「
戊
子
夏
四
月
」と
あ
り
、光
緒
十
四
年（
一
八
八
八
）、

楊
峴
七
十
歳
四
月
の
作
品
で
あ
る
。図
八
に
紀
年
は
な
い
が
、落
款
に「
藐

翁
」
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
、
同
時
期
に
同
じ
石
刻
文
字
を
臨
書
す
る
傾

向
の
あ
る
楊
峴
が
図
七
と
同
じ
箇
所
を
臨
書
し
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
ら
を

考
慮
す
る
と
、
図
八
も
七
十
歳
頃
に
書
か
れ
た
と
推
定
で
き
る
。
こ
こ
で

は
、
図
六
と
図
八
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
楊
峴
の
西
嶽
華
山
廟
碑
の
と
ら

え
方
を
考
え
て
み
た
い
。

　

西
嶽
華
山
廟
碑
の
字
形
は
正
方
形
に
近
い
。
楊
峴
の
臨
書
作
品
を
み
て

み
る
と
、楊
峴
は
原
碑
の
字
形
を
正
確
に
と
ら
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

図
八
に
み
ら
れ
る
「
觸
」
字
、「
雲
」
字
、「
農
」
字
の
字
形
は
、
正
方
形

に
近
い
。

　

用
筆
に
お
け
る
西
嶽
華
山
廟
碑
の
特
徴
の
一
つ
は
、
横
画
に
み
ら
れ
る

太
く
重
厚
な
線
で
あ
る
。
こ
れ
は
図
六
「
桑
」
字
第
七
画
の
起
筆
に
み
ら

れ
る
よ
う
に
、
起
筆
の
角
度
を
垂
直
に
す
る
こ
と
で
、
送
筆
部
分
の
線
の

太
さ
が
可
能
と
な
る
。
楊
峴
の
臨
書
作
品
を
み
て
み
る
と
、
こ
の
太
く
重

厚
な
線
を
表
現
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
用
筆
法
を
用
い
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
図
八
「
雨
」
字
第
一
画
、「
亦
」
字
第
二
画
に
み
ら

れ
る
太
く
重
厚
な
線
は
、
起
筆
は
垂
直
よ
り
さ
ら
に
鋭
角
的
に
入
り
、
起

筆
か
ら
送
筆
に
か
け
て
は
筆
先
が
線
の
上
部
を
通
る
用
筆
法
で
あ
る
。
こ

れ
は
筆
管
を
手
前
に
傾
け
る
こ
と
で
可
能
と
な
る
。
新
た
な
用
筆
法
を
用

い
、
西
嶽
華
山
廟
碑
の
太
く
重
厚
な
線
を
と
ら
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
注
目
す
べ
き
は
、
一
文
字
の
中
に
、
礼
器
碑
側
、
礼
器
碑
を
臨
書

す
る
際
に
使
用
し
て
い
た
細
く
シ
ャ
ー
プ
な
線
は
極
力
使
用
し
て
い
な
い

こ
と
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
石
刻
文
字
を
題
材
に
す
る
か
に
よ
り
、
用
い

る
線
を
使
い
分
け
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

尚
、
第
三
期
か
ら
考
察
し
て
き
た
墨
の
に
じ
み
を
利
用
し
た
作
品
効
果

に
つ
い
て
は
、
図
七
の
題
記
に
楊
峴
自
身
の
考
え
が
「
筆
禿
げ
墨
滲
む
。

是
れ
臨
帖
の
常
な
り（

（2
（

」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
筆
先
が
す
り
切
れ
る
ま
で
臨

書
し
、
墨
の
に
じ
み
も
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

四
、
第
四
期
の
創
作
作
品

　

図
九
「
隷
書
九
言
聯
」
は
、
楊
峴
七
十
代
に
お
け
る
創
作
作
品
の
秀
作

で
あ
る
。
落
款
に
「
己
丑
正
月
」
と
あ
り
、
光
緒
十
五
年
（
一
八
八
九
）、

楊
峴
七
十
一
歳
一
月
の
作
品
で
あ
る
。

　

第
四
期
に
学
ん
だ
石
刻
文
字
の
表
現
方
法
を
自
身
の
作
風
に
取
り
入
れ

て
い
る
。「
厲
」
字
、「
越
」
字
に
み
ら
れ
る
細
く
シ
ャ
ー
プ
な
線
は
、
礼

器
碑
側
学
習
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。「
圭
」
字
第
六
画
、「
在
」
字
第
六
画
、
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「
経
」
字
第
十
四
画
に
み
ら
れ
る
横
画
の
抑
揚
は
、
礼
器
碑
学
習
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。「
寄
」
字
第
三
画
、「
萬
」
字
第
三
画
に
み
ら
れ
る
太
く
重

厚
な
線
は
、 
西
嶽
華
山
廟
碑
学
習
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
融
合

し
、「
好
」
字
、「
経
」
字
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
一
文
字
の
中
に
太
細
、

強
弱
の
線
が
混
合
す
る
、
立
体
感
あ
る
文
字
を
形
成
す
る
こ
と
に
成
功
し

た
。

　

結
構
法
に
お
い
て
も
、「
雲
」
字
の
あ
め
か
ん
む
り
を
引
き
締
め
る
こ

と
で
、
文
字
の
外
形
の
下
方
に
広
が
り
を
持
た
せ
、
楊
峴
独
自
の
表
現
を

確
立
さ
せ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

第
四
期
（
六
十
六
歳
～
七
十
六
歳
）
は
、
多
様
な
石
刻
文
字
の
学
習
が

確
認
さ
れ
、
そ
の
中
で
本
稿
で
は
、
礼
器
碑
側
、
礼
器
碑
、
西
嶽
華
山
廟

碑
の
臨
書
作
品
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

　

楊
峴
の
石
刻
文
字
に
対
す
る
学
書
方
法
は
、
七
十
代
に
し
て
も
な
お
、

図九「隷書九言聯」
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忠
実
な
臨
書
を
行
う
こ
と
を
心
が
け
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
そ
れ

は
拓
本
と
し
て
残
さ
れ
た
石
刻
文
字
を
真
摯
に
と
ら
え
た
も
の
で
も
あ

り
、
そ
の
学
習
成
果
は
、
礼
器
碑
側
か
ら
は
細
く
シ
ャ
ー
プ
な
線
を
生
み

出
し
、
礼
器
碑
か
ら
は
抑
揚
の
あ
る
線
を
生
み
出
し
、
西
嶽
華
山
廟
碑
か

ら
は
太
く
重
厚
な
線
を
生
み
出
し
た
。
七
十
一
歳
の
創
作
作
品
に
は
そ
れ

ら
の
融
合
が
み
ら
れ
た
。
以
上
の
よ
う
に
第
四
期
で
は
楊
峴
な
ら
で
は
の

隷
書
の
確
立
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

書
の
学
習
は
人
生
と
と
も
に
一
歩
一
歩
進
む
も
の
で
あ
る
。
そ
の
過
程

に
お
い
て
大
切
な
の
は
、
何
を
ど
の
よ
う
に
学
ん
で
い
く
か
で
あ
る
。
手

当
た
り
次
第
に
手
本
と
な
る
資
料
を
学
ん
で
も
、
自
身
の
作
風
を
築
く
こ

と
は
で
き
な
い
。
本
稿
で
考
察
し
て
き
た
楊
峴
の
学
書
方
法
は
、
書
を
学

ぶ
我
々
に
示
唆
を
与
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
楊
峴
の
隷
書
作
品
を
学
書
す
る
場
合
も
、
筆
者
が
提
示
し
た
落

款
の
書
き
方
の
変
化
は
、
真
蹟
か
偽
作
か
を
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
場
合

に
有
効
で
あ
ろ
う
。

　

今
後
も
楊
峴
の
学
書
方
法
の
検
証
を
継
続
し
、
第
四
期
に
お
け
る
さ
ら

な
る
作
風
の
変
化
と
、
第
五
期
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
い
き
、
楊
峴
隷
書

の
全
容
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。

注（
１
）	

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
蔵
本
影
印
使
用
。
拙
訳
「
楊
峴
先
生
略
年
譜
」（『
書

道
グ
ラ
フ
』
通
巻
三
四
九
号
、
近
代
書
道
研
究
所
、
一
九
八
五
年
）
は
、
そ
の
主

要
部
分
を
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
２
）	

高
木
聖
雨
編
『
楊
峴
の
書
法
』（
二
玄
社
、
一
九
九
二
年
）。

（
３
）	

高
木
聖
雨
編
『
増
補
新
版 

楊
峴
の
書
法
』（
二
玄
社
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
４
）	

一
〇
二
頁
。

（
５
）	『
書
道
グ
ラ
フ
』
通
巻
二
二
〇
号
、
清
・
楊
見
山
手
札
（
一
）（
近
代
書
道
研
究
所
、

一
九
七
四
年
）。

	

『
書
道
グ
ラ
フ
』
通
巻
二
二
一
号
、
清
・
楊
見
山
手
札
（
二
）（
近
代
書
道
研
究
所
、

一
九
七
四
年
）。

	

『
書
道
グ
ラ
フ
』
通
巻
二
四
八
号
、
楊
見
山
隷
書
四
屛
（
近
代
書
道
研
究
所
、

一
九
七
七
年
）。

	

『
書
道
グ
ラ
フ
』
通
巻
三
四
八
号
、
楊
峴
隷
書
作
品
集
（
近
代
書
道
研
究
所
、

一
九
八
五
年
）。

	

『
書
道
グ
ラ
フ
』
通
巻
三
四
九
号
、
楊
峴
行
書
作
品
集
（
近
代
書
道
研
究
所
、

一
九
八
五
年
）。

	

『
書
道
グ
ラ
フ
』
通
巻
四
三
四
号
、
楊
見
山
書
法
専
輯
（
近
代
書
道
研
究
所
、

一
九
九
二
年
）。

（
６
）	『
書
道
グ
ラ
フ
』
通
巻
三
四
八
号
、
楊
峴
隷
書
作
品
集
（
近
代
書
道
研
究
所
、

一
九
八
五
年
）。

（
７
）	『
書
道
全
集
』
第
二
四
巻
、
中
国
・
清
Ⅱ
（
平
凡
社
、
一
九
六
一
年
）、
六
二
～

六
五
、一
五
七
～
一
五
八
頁
。

（
８
）	
西
川
寧
編
『
書
道
講
座
』
第
七
巻 

隷
書
（
二
玄
社
、
一
九
七
四
年
）、

七
〇
、九
七
～
一
〇
一
頁
。

（
９
）	

拙
稿
「
楊
峴
の
落
款
と
制
作
年
代
」（『
増
補
新
版 

楊
峴
の
書
法
』、
二
玄
社
、

二
〇
〇
六
年
）。
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（
10
）	
高
木
聖
雨
編
『
増
補
新
版 

楊
峴
の
書
法
』（
二
玄
社
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
11
）	
二
四
五
頁
。

（
12
）	
劉
正
成
主
編
『
中
國
書
法
全
集
』
七
三 

清
代 

楊
峴
張
裕
釗
徐
三
庚
（
栄
宝
斎
出

版
社
、
二
〇
一
二
年
）。

（
13
）	

拙
稿
「
楊
峴
隷
書
考
」（『
若
木
書
法
』
十
八
、
國
學
院
大
學
文
学
部
若
木
書
法
會
、

二
〇
一
九
年
）。

（
14
）	

拙
稿
「
楊
峴
隷
書
考
二
」（『
若
木
書
法
』
十
九
、
國
學
院
大
學
文
学
部
若
木
書
法

會
、
二
〇
二
〇
年
）。

（
15
）	

拙
稿
「
楊
峴
隷
書
考
二
」（『
若
木
書
法
』
十
九
、
國
學
院
大
學
文
学
部
若
木
書
法

會
、
二
〇
二
〇
年
）。

（
16
）	

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
蔵
本
影
印
使
用
。

（
17
）	

拙
稿
「
楊
峴
隷
書
考
」（『
若
木
書
法
』
十
八
、
國
學
院
大
學
文
学
部
若
木
書
法
會
、

二
〇
一
九
年
）
よ
り
、
七
点
追
加
。

（
18
）	『
漢
代
書
法
名
品
展
』
漢
碑
・
漢
印
の
世
界
（
謙
慎
書
道
会
、
二
〇
一
三
年
）。

（
19
）	

西
川
寧
編
『
書
道
講
座
』
第
七
巻 

隷
書
（
二
玄
社
、
一
九
七
四
年
）、

七
〇
、九
七
～
一
〇
一
頁
。

（
20
）	

王
澍
『
虚
舟
題
跋
補
原
』（
隹
爾
平
選
編
・
点
校
『
歴
代
書
法
論
文
選
続
編
』
上

海
書
画
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）、
六
七
三
頁
。

（
21
）	

西
川
寧
編
『
書
道
講
座
』
第
七
巻 

隷
書
（
二
玄
社
、
一
九
七
四
年
）、
一
六
四
頁
。

図
版
出
典

図
一
『�

書
道
グ
ラ
フ
』
通
巻
四
三
四
号
、
楊
見
山
書
法
専
輯
（
近
代
書
道
研
究
所
、

一
九
九
二
年
）

図
二
『
明
清
の
書
』
下
（
日
本
書
芸
院
、
一
九
七
六
年
）

図
三
『
礼
器
碑
』
中
国
法
書
選
五
（
二
玄
社
、
一
九
八
七
年
）

図
四
『
楊
藐
翁
臨
禮
器
碑
』（
上
海
碧
梧
山
荘
出
版
、
上
海
求
古
斎
発
行
）

図
五
『
礼
器
碑
』
中
国
法
書
選
五
（
二
玄
社
、
一
九
八
七
年
）

図
六
『
西
嶽
華
山
廟
碑
』
書
跡
名
品
叢
刊
七
一
（
二
玄
社
、
一
九
六
一
年
）

図
七 

西
川
寧
編
『
書
道
講
座
』
第
七
巻 

隷
書 （
二
玄
社
、
一
九
七
四
年
）

図
八
『
書
道
全
集
』
第
二
四
巻
、
中
国
・
清
Ⅱ
（
平
凡
社
、
一
九
六
一
年
）

図
九
『
書
道
グ
ラ
フ
』
通
巻
三
四
八
号
、
楊
峴
隷
書
作
品
集
（
近
代
書
道
研
究
所
、

一
九
八
五
年
）


